
待機児童数と古河市の保育環境について 

平成29年6月29日 

古河市子ども・子育て会議 

資料２ 



Ⅰ 待機児童数に関する報告 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２    



今年度の待機児童について 

年齢 
利 用 調 整 者 数 
（ Ａ ） 

決 定 者 等 
（ Ｂ ） 

要 件 該 当 者 
（ Ｃ ） 

待 機 児 童 
（ Ｄ＝ Ａ－Ｂ－Ｃ ） 

0歳 269人 248人 18人 3人 

1歳 234人 182人 33人 19人 

2歳 138人 95人 27人 16人 

3歳 93人 89人 4人 － 

4歳 23人 21人 2人 － 

5歳 18人 18人 － － 

4月1日入所希望者 

７７５名 

決定、取り下げ者など 

６５３名 
要件該当者（希望・012） 

８４名 
待機児童 

３８名 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ１ 



Ⅱ 保育環境関連データについて  

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２   



①古河市の人口推移と推計について 
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古河市の「総人口の推移」と「今後の推計」 （万人） 

国の研究機関の推計 

約8.1万人 
（2000年比45％減） 

15～65歳の働き手 
ピーク（1995年） 

老年人口は2025年頃まで増加 
子どもや働き手は以前減少 

〇 人口減少により、市の財源（税金）は減少。 
〇 老年人口の増加により、医療費などの社会保障経費の増加。 

⇒「収入は少なくなるけど、支払は増えていく。」 
★ 推計では国・県よりも人口減少速度は深刻と予測している。 

約14.7万人 
ピーク（2000年） 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ２ 

出典：国勢調査及び「日本の市町村別将来人口推計人口」古河市（平成 25 年３ 月推計）国立社会保障・人口問題研究所 



子ども・子育て支援新制度 

②古河市の待機児童の推移について 

○ 定義が新制度の開始や調査内容の変更により、変わってきているので注意。 
〇 古河市の待機児童はここ数年で大幅に伸びており、３歳未満児が中心となっている。 
○ 今年度の４月１日時点での待機児童数は３８名と昨年度と比較し減少した。 

   ⇒ 市全体として、量の拡充が必要と認識している。 
   ⇒ 少子化は進展するものの、保育ニーズは高まっている状況にある。 

４割以上が 
     ３歳以上児 

全て３歳未満児 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ３ 

出典：市子ども福祉課作成資料 



③全国の女性就業率（労働力率）について 

１０年間で 
 ７．８ポイント上昇 

５年間で７．２ポイント 
        上昇見込み 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ４ 

出典：労働力調査 



④古河市の女性就業率（労働力率）について 

〇 古河市の25歳から44歳の女性の労働力率は全国よりも高い。 
○ さらに、伸び率は全国が10年で2.1ポイント増に対し、市は3.8ポイント増となっている。 

   ⇒ 今後も女性の労働力率は向上する見込み。 
    ⇒  女性就業増を踏まえ、将来的な入所希望率を見込む必要がある。 

１０年間で 
２．１ポイント上昇 

１０年間で 
３．８ポイント上昇 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ５ 

出典：国勢調査 



⑤インフラ老朽化への対応 

大規模改修 

築31年以上50年未満の公共施設の大規模改修（10年間で均等・集中的に改修） 

更新（建替え） 

今後の公共施設の更新費用の推移 

（出典：財産活用課『古河市公共施設等総合管理基本方針」』） 

〇 今後10年間かけて、築50年未満の公共施設の改修を行っても、その後、建替えの発生  
  が推計されている。 

⇒「人口増の時代に作った公共施設等を人口減の時代を見据えて、
マネジメントしていく必要がある。」 

今の公共施設を維持していくには 

1年度で約38億円が必要 

今後の改修等に充てられるお金は 

1年度で約15億円がと推計 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ６ 



Ⅲ 市内保育施設のカバー範囲の推定 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２   



古 河 市 内 マ ッ プ 平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ７ 



公 立 保 育 所 マ ッ ピ ン グ 平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ８ 



 

民 間 保 育 所 マ ッ ピ ン グ 平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ９ 



 

幼保連携 こ ど も 園 マ ッ ピ ン グ 平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ10 



 

小 規 模 保 育 所 マ ッ ピ ン グ 平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ11 



 

待 機 児 童 マ ッ ピ ン グ 

21名 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ12 



まとめ 
将来人口 

● 既に古河市は人口減少局面に入っており、今後も人口減少が見込まれている。 

● 少子高齢化が進むことにより、市の財政にも影響が見込まれる。 

保育環境に影響がある年齢の将来人口を、過少に見込み過ぎず適格に見込む。 

女性の就業 

● 女性の労働力率は全国平均と同様に伸びてきており、全国よりも高い。 

保育ニーズを見込むうえでは、女性の就業の伸びを見込む。 

施設老朽化 

● 公共施設全ての建替えに充てることのできる財源と更新費用には大きな乖離がある。 

公立保育所をどのように運営していくか、将来を見据え検討していく必要。 

待機児童を解消するために、公立保育所を次々に拡大していくのではなく、官民の関係も
再度見直し、古河市全体で保育環境の充実させる一歩になるよう計画をしていきます。 

カバー範囲 

● 古河市全体における官民保育施設のカバー範囲は、重複がある。 

今後の少子化を見据え、官民が競合せずに連携して取り組む環境づくりが必要。 

平成29年度 第1回古河市子ども・子育て会議 議題２  Ｐ13 


